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学会の役割-- 理事長に選出されて -- 
岡太 彬訓 

 
このたび，飽戸前理事長の後をうけ第 7代理事

長に選出されました．責任の大きさを考え，身の

引き締まる思いで理事長の職をお引き受けする次

第です．学会の伝統を守りつつ，新たな発展につ

ながるように，皆様のご協力を得て努力したいと

思います．理事長をお引き受けするにあたり，1994

年 3月にまとめられた「日本行動計量学会活性化

へ向けた提言」の報告書に目を通しました．報告

書では，理論--応用，手法，分野といういわば 3

相 3元構造として本学会をとらえています．その

ような構造は現在も変わっていないと思います． 

 当時と現在とで大きく変化したと思われるのは，

学会の役割あるいは会員が学会をどのように自分

自身の中に位置づけているのかということではな

いかと思います．20年前には，我国の学会では多

くの場合，会員以外は学会誌に投稿することは難

しく，刊行された論文をWeb siteからダウンロー

ドするということはできませんでした．現在では，

非会員も学会誌に投稿できる場合が多く，有力な

学会誌ほどその傾向が強いように思います．掲載

された論文は，非会員もWeb siteから容易にダウ

ンロードできる場合も多く，学会誌に論文を投稿

したり，論文を入手するという点では，敢えて学

会に入会する必要性は薄れました．さらに，大学

の教員は学内外の諸業務に費やす時間が増えて多

忙となり，研究業績に対する大学の要求は短期的

な傾向が強まっています．このような状況を外圧

として受け止めるのではなく，能動的に対応する

なかで．学会の果たす役割は何なのかを考えるこ

とが必要だと思います． ' 行動計量学 ' と

'Behaviormetrika'を一層充実させることはもちろん

のことですが，これらは非会員もその恩恵に浴す

ことが可能です．学会に入会しなければ得られな

い利点は何なのか．大会，合宿セミナー，行動計

量シンポジウム，小グループ研究会など会員が実

地に会う機会を提供し，理論--応用，手法，分野

において各自の専門は勿論のこと，専門外のさま

ざまな人々から新たな刺激を受けることもその一

つかと思います．そのためには，海外も含めて，

理論--応用，手法，分野において多様な刺激が得

られるような工夫が必要だと思います． 

（おかだ あきのり，日本行動計量学会理事長） 

岡太 彬訓（おかだ・あきのり）

多摩大学経営情報学部教授 

1971年慶應義塾大学大学院工学研究

科博士課程退学，工学博士．千葉大

学工学部助手，立教大学社会学部専

任講師，助教授，教授，同経営学部

教授を経て，2007年4月より現職．1985年～日本行動計量学

会理事，1985年～1988年事務局担当． 
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新理事長・委員長・担当理事 

理事長              岡太 彬訓 

編集委員会委員長                林  文 

和文誌編集委員会委員長          豊田 秀樹 

欧文誌編集委員会委員長          植野 真臣 

運営委員会委員長        大森 拓哉 

広報委員会委員長                松本 渉 

大会担当委員会委員長       森  裕一 

組織検討委員会委員長            吉野 諒三 

刊行物委員会委員長              山岡 和枝 

資料アーカイブス委員会委員長    柳井 晴夫 

名誉会員担当理事         足立 浩平 

事務局（庶務・会計担当理事）   菊地 賢一 

横断型基幹科学技術研究団体連合担当理事 

今泉 忠 

統計関連学会連合担当理事    渡辺 美智子 

菊地 賢一 

 

 

新委員長・担当理事ご挨拶 
 

編集委員会委員長 
この度，編集委員長という，和文誌編集委員会・

欧文誌編集委員会にまたがるたいへん重い役目を

仰せつかり，身の引き締まる思いです．実際の編

集は欧文誌編集委員長，和文誌編集委員長にお任

せすればよいので，その意味では何も心配するこ

とはないとも思っております．既刊の和文誌と欧

文誌に掲載された論文は，これまでの編集委員会

のご努力によって，創刊号に遡って電子化され，

J-STAGE で誰でも閲覧できるようになりました．

前期の編集委員会のご努力によって著作権につい

て問題の起きないように詳細な検討によって会則

等の整備も進みましたので，今の大きな課題はあ

まりないような気もします． 
新たな欧文編集委員長，和文誌編集委員長は，

皆さまご存じのとおり大変優秀であると同時に熱

意を持って行動計量学の発展に寄与して下さって

いる方々です．企画の充実とともに投稿論文審査

過程の迅速化などに具体的に取り組んでいただけ

そうです．会員の皆様から活発な投稿をいただき，

査読を経て掲載される論文が多くの研究者に読ま

れ，行動計量学が発展していくことを確信してお

ります．大船に乗った気持ちですが，皆様からご

提案やご意見がありましたらどうぞお寄せくださ

い．さらなる発展につながる努力をしたいと思い

ます．どうぞよろしくお願いいたします． 

林 文（はやし・ふみ） 

日本女子大学家政学部家政理学科Ⅰ部数

学専攻卒業．統計数理研究所助手を経て，

1989年4月～2012年3月東洋英和女学院

大学．1997年度～日本行動計量学会理事．

2003年度～2006年度和文誌編集委員長． 

 
和文誌編集委員会委員長 
このたび竹村和久先生（早稲田大学）の後任と

して，和文誌「行動計量学」の編集委員長を拝命

いたしました．「行動計量学」は計量的方法の適用

を通じて人間行動を理解することを目指し，理

論・方法の開発とその応用の両面からアプローチ

する研究者・実務家たちが集う場です．統計学の

歴史を紐解くと，必ずしも純粋数学ではなく近隣

諸領域の切実な要求に応じて統計学の理論的な発

展がなされたことが思い起こされ，学際性こそが

計量的方法の発展にとって本質的に重要であるこ

とがただちに了解されます．然るに他方，学際性

は右の方法を左のへ適用する安易な折衷に堕する

危険を孕んだ性質をも併せ持っています．領域横

断的に，そして未来を見据えて縦断的に，必ずし

も領域に依存しない計量的手法の本質的な発展に

寄与できる方法論の萌芽を，学際的切実な要求の

中から拾い上げるような役割を「行動計量学」誌

が果たせるようになればと願っております．もと

より非才浅学の身ゆえ，皆様方のお力を借りなけ

れば何もできませんが，これまでの善き伝統を継

承しつつ，新しい試みにチャレンジしてゆく所存

です．御引回しの程，何卒宜しくお願い申し上げ

ます．
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豊田 秀樹（とよだ・ひでき） 
早稲田大学文学学術院教授 

東京大学大学院教育学研究科修了．教育

学博士．大学入試センター助手，立教大

学助教授，早稲田大学助教授を経て，

2000年より現職．1994年より2006年ま

で和文誌「行動計量学」の編集委員．2006年より現在まで行

動計量学会理事． 

 
 
欧文誌編集委員会委員長 
この度，日本行動計量学会の欧文誌

Behaviormetrikaの編集委員長を拝命いただきま

した植野真臣です．今までの編集委員長・編集委

員の皆様方が築き上げられた同誌の水準を維持で

きますように微力ながら努力したいと思っており

ます． 
また，前任の足立浩平委員長は，特に国際化に

向けて大変な努力をして来られました．私もこの

流れを壊さないようにできるかぎり努力したいと

思います．国内学会の英文誌の中では，

Behaviormetrikaは海外からの投稿が比較的多い

学術誌であると考えられます．この傾向がさらに

顕著になり，同誌がより国際化することが目標で

あると感じております．しかしながら勿論のこと，

国内からの一定数の投稿論文を確保することは，

最も重要な課題であります．特に，若い方に申し

上げたいですが，どうか宜しくご投稿をお願い申

し上げます．  
 

植野 真臣（うえの・まおみ） 
電気通信大学大学院情報システ

ム学研究科准教授 

1992年 神戸大大学院・教育学修了，

1994年 東京工業大学大学院・システム

科学（退学），博士（工学)，同大学院 助

手，長岡技術科学大学 助教授を経て現職．2005年～日本行

動計量学会理事． 

運営委員会委員長 
 このたび植野前運営委員長（電気通信大学）よ

り引き継ぐこととなりました．歴代委員長の顔ぶ

れを拝見しますと，代々大変な大物ぞろいで，私

のようなもので務まるものかと悩みましたが，齢

だけは確実に重ねてまいりましたので，そろそろ

まだ若いので，という理由は通用しなくなったの

だということを自分に言い聞かせ，身を引き締め

てお引き受けする次第です． 
 学会の主なイベントや役割には，年次大会の開

催や論文誌の発行などがまず挙げられますが，そ

れ以外にも講演会やセミナー，シンポジウムなど

があり，運営委員会はそれらの開催のお手伝いを

しています．特に春の合宿セミナーは先般の開催

で15回を迎え，大会に次ぐ大きなイベントとして

多くの方々に参加を頂いています．また，研究活

動支援として，小グループ研究会，地域部会とい

う2種類の研究部会への支援事業があります．研

究助成金は少額ですが，学会の部会としての研究

グループとなりますので，研究領域の活性化，新

領域の開発等にお役に立つことができるかと思い

ます． 
 今後も会員の皆様の研究・教育の一助となるよ

うな，また会員間の交流がより深まるようなイベ

ントの企画・運営等を行っていきたいと思います

ので，皆様方のアイデア・ご意見等運営委員会ま

でお寄せいただければ幸いです． 
 

大森 拓哉（おおもり・たくや） 
多摩大学経営情報学部教授 

東京大学大学院総合文化研究科博士

課程，同大学院助手，多摩大学助教

授・准教授を経て，2012年4月より現

職．2009年～日本行動計量学会理

事・運営委員会委員・事務局員． 
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広報委員会委員長 
この度，森裕一先生（岡山理科大学）の後任と

して，広報委員会のお世話をさせて頂くことにな

りました．広報委員会は，これまで同様，会報小

委員会とインターネット小委員会の2つの小委員

会で構成されます． 

本委員会の仕事は，1）会報発行，2）インター

ネット関係（Web とメールニュース），3）広報活

動（入会案内の作成と本会イベントの広報），4）

その他，の4 つに大別されますが，1）を会報小委

員会，2）をインターネット小委員会，3）4）を両

委員会が担当します． 

森前委員長からは，本学会活動の他学会等への

発信の強化と会報発行活動の刷新の二点を今後の

課題として承っております．これらの課題につき

ましては，中山厚穂副委員長（首都大学東京）と

尾𥔎幸謙副委員長（統計数理研究所）と協力して

取り組み，広報委員会としての活動をしっかり行

っていく所存です． 

特に会報につきましては，私も前会報担当副委

員長として，WEBやメールニュースとの差別化の必

要から文字情報だけの会報の限界を感じていまし

た．そこで，（すでにお気づきと思いますが）手始

めに今号から画像などを積極的に取り入れるとい

う試みを行っています．次号からは，内容面での

会報記事の充実にも力を入れたいと考えています． 

一方，インターネット小委員会では，英語版の

WEBページの充実やソーシャルネットワークサー

ビスの利用の検討など，学会を取り巻く環境の変

化に対して，より一層の対応を図りたいと考えて

います． 

もちろん最新情報の提供というこれまで通りの

活動を第一に広報委員会活動を行っていきますが，

この他にも学会の広報に関する新しいアイデアが

ありましたらどしどし取り入れたいと考えていま

す．どうぞ積極的に広報委員会までご提案くださ

い．よろしくお願いいたします． 

 

松本 渉（まつもと・わたる） 
関西大学総合情報学部准教授 
東京大学大学院新領域創成科学研究科

博士期課修了．博士（国際協力学）．統

計数理研究所助手・助教を経て，2010

年4月より現職．2009年～2011年日本行

動計量学会理事・広報委員会委員． 

 
 
大会担当委員会委員長 
今回，はからずも大会担当委員長をお引受けす

ることになりました．これは，前２期で，広報委

員会のお世話をさせていただく中で，何かと各大

会実行委員会のお手伝いをすることが多かったこ

とと，昨年の第39回大会の実行委員長を務めさせ

ていただいたことが，選出の理由かと想像してお

ります． 
といいますのも，本委員会は，大会の候補地を

決めることが大きな業務なのですが，今期におい

ては，大会運営のあり方について整備するという

新たな業務が追加されました．これは，「大会運営

そのものは大会実行委員会が独自に行う」という

ことでこれまでやってきましたが，毎回の提携業

務（たとえば，各種申込期日の設定や参加申込な

どのWebシステムの構築，協賛の手配など）や学

会本体との打ち合わせが必要となる事項（たとえ

ば，チュートリアルや学会主体の特別セッション

など）は，大会毎に新たな手続きを踏んでいたの

は，非効率であろうということから出てきたこと

です．そこで，本委員会で，大会運営の中身を分

析し，大会運営が効率的に行えるように，学会本

体はどうかかわり，大会実行委員会は何をするか

という一種のマニュアル作りに取り組むことが理

事会で決まりました． 
以上の目的達成のため，本委員会の委員として

青木繁伸先生（群馬大）に副委員長をお願いする

とともに，前の期の大会担当委員長であられた千

野直仁先生（愛知学院大）に入っていただきまし
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た．また，事務局からお２人と上記の議論の内容

を把握している前の期の理事で，かつ比較的最近

に大会実行委員の経験のある方４人にお手伝いい

ただく形で，計９名の委員会を構成しました． 
 大会候補地の選定自体大きなお仕事であること

に加え，大会運営の検討という，これまた大変な

お仕事をしなければなりませんが．強力な委員の

方々のご協力がいただけるようになりましたので，

しっかりと業務を遂行していきたいと思います． 
 それでは，どうぞ，よろしくお願いいたします． 
 

森 裕一（もり・ゆういち） 
岡山理科大学総合情報学部教授 

倉敷市立短期大学在職中に，岡山大学大

学院自然科学研究科博士後期修了．博士

(学術)．1997年4月岡山理科大学助教授，

2004年4月より現職．2006年～11年日本

行動計量学会理事・広報委員（06:副委員長，07～11:委員長），

第39回大会実行委員長． 

 
 
組織検討委員会委員長 
今期は， 村上征勝・前委員長（同志社大学）と

林文・元委員長（東洋英和女学院大学）という本

学会の重鎮とともに，さらに鄭躍軍理事（同志社

大学），松本渉理事（関西大学）をメンバーに加え，

本学会の組織運営全体を大所高所から見直しなが

ら，必要がある場合は，適切な修正の提案をして

いきたいと思います．全般的に，理事会運営は大

過なく進められてきたように思えます．しかし，

特に他の学協会等や海外の研究者や大学との関係

で，協力の拡大や効率的な運営が求められてきて

いるので，このあたりを重点的に委員会で検討を

進めていこうと思います． 
会員の皆様のご協力をよろしくお願いいたしま

す． 
 
 

吉野 諒三（よしの・りょうぞう） 
統計数理研究所調査科学研究セ

ンター長・教授 

東京大学心理学科卒業．University of 

California, Irvine, Cognitive Sciences 

Ph.D. course 修 了  (Psychology). 

2003~2009年和文誌編集委員長．2006~2009年事務局長等々． 

 

刊行物委員会委員長 
柳井晴夫委員長の後任として，刊行物委員会委

員長を拝命いたしました．これまで，刊行物委員

会では林知己夫先生を委員長として，「行動計量学

序説」をはじめとする全 13 巻からなる行動計量

学シリーズ（1993～1996，朝倉書店）を刊行し，

その後，柳井晴夫先生が委員長となられ，2010
年からはシリーズ「行動計量の科学」として「行

動計量学への招待」を第 1 刊とする全 10 巻（朝

倉書店）の発刊をめざして精力的に活動してこら

れました．これらのシリーズの発刊により，行動

計量学として取り扱う方法論や応用分野，具体的

研究事例がまとめられ，これは行動計量学の発展

に大きく寄与してきたものと確信しております．

このような偉業を達成された歴代の委員長のあと

を引き継ぐのは，大変光栄なことではありますが，

同時に大役に身の引き締まる思いでおります． 
今期の刊行物委員会では，上記シリーズ「行動

計量の科学」の全巻の刊行をめざして活動してい

くとともに，今後の行動計量学会の発展のために，

刊行物という観点からその方向性を検討し，新た

な視点からの活動も始めていければと考えており

ます．幸い，8 人の強力な委員の皆様にお力添え

をいただけることになり，皆で協力しながら，今

後の行動計量学会の発展にむけて，その一助とな

れますよう，尽力して参りたいと存じます．また，

会員のみなさまからも様々なアイデアをいただけ

ればと思います．そして，今後もいろいろとご協

力をお願いすることもあるかと存じますが，どう

ぞ，よろしくお願いいたします． 
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山岡 和枝（やまおか・かずえ） 
帝京大学大学院公衆衛生学研究

科教授 

横浜市立大学文理学部数学科卒業．医

学博士．帝京大学医学部助手・同法学

部講師・助教授，国立保健医療科学院

技術評価部開発技術評価室長を経て，2011 年 4 月より現職．

日本行動計量学会理事，運営委員，運営委員長，刊行物委員，

和文誌編集委員． 

 
資料アーカイブス委員会委員長 
 1973年9月に発足した，日本行動計量学会が本

年度(2012年）で40周年を迎えることになった．

これを契機に，資料アーカイブス委員会が設置さ

れ，その初代委員会の委員長を拝命したことは，

光栄である．過去40年における行動計量学会の貴

重な活動内容をできるだけ正確に記述することが

本委員会にとって急務の課題である．行動計量学

会に関する貴重な情報をお持ちの会員の方は，本

委員会（柳井晴夫（委員長）森本栄一（副委員長），

飽戸弘（委員），吉野諒三（委員）にご連絡をお願

いする次第である． 
 

柳井 晴夫（やない・はるお） 
聖路加看護大学特任教授 

東大医学部疫学教室助手. 千葉大学

文学部行動科学科助教授・教授，大学

入試センター研究開発部教授を経て，

2006年より現職．日本行動計量学会

第4代理事長(1994～2000年)．日本行動計量学会編集委員会委

員長，刊行物委員会委員長．日本テスト学会理事長(2008年～

現在 ) ．Psychometrika Associate Editor(1994 ～ 2007), 

Member of International Statistical Institute. 

 
名誉会員担当理事 
 山岡和枝理事から引継ぎ，名誉会員担当を仰せ

つかりました．会則には，名誉会員の条件が「行

動計量学の発展に功労のあった者」と記され，私

担当の役割は，先輩会員の多大なご功労を勉強さ

せていただいて，そうしたご功労のおかげ様にて

今の行動計量学会があると感銘できる仕事と感じ

入ります．大先輩の足元にも及ばぬ私ですが，で

きる限りの努力をさせていただく所存でありま

す． 
 

足立 浩平 (あだち・こうへい) 
大阪大学大学院人間科学研究科

教授 

京都大学文学部哲学科(心理学専攻)卒

業．博士(文学)．立命館大学文学部教授

などを経て，2005年4月より現職．2009年～2011年日本行

動計量学会理事・欧文誌編集委員長． 

 

事務局（庶務・会計担当理事） 
前期に引き続き，事務局長を務めさせていただ

くこととなりました．吉野前事務局長がご担当の

頃から，事務局を増員する方針となりまして，前

期は3名で担当しました．今期は，もう1名増員し，

4名の体制で運営を始めます． 
3年間担当させていただいて，事務局が行うべ

き活動内容を把握することが出来ました．今期は，

それらを，複数人でうまく分業し，来期から事務

局を担当される方々の負担が，少しで軽くなるよ

う，改善していきたいと思っております． 
まず，手始めに，皆様の連絡先などの会員情報

を，インターネット経由で随時，ご自身で登録，

修正していただけるシステムの導入を検討してお

ります．いずれ，会員名簿も，冊子による配布で

はなく，インターネットで閲覧する形態に変わっ

ていくかもしれません． 
何かお気づきの点がございましたら，お気軽に

ご連絡ください．今期も，引き続きよろしくお願

いいたします．
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菊地 賢一（きくち・けんいち） 
東邦大学理学部准教授 

東京工業大学大学院理工学研究科修士課

程修了．博士（理学）．(株）三菱総合研

究所，大学入試センター研究開発部助手，

東邦大学理学部講師を経て，2005年4月より現職．1997年～

日本行動計量学会運営委員，2000年～理事，2003年～2006年

広報委員長，2006年～2009年運営委員長，2009年～事務局長． 

＊統計関連学会連合理事も兼務 

 

横断型基幹科学技術研究団体連合担当理事 

今泉 忠（いまいずみ・ただし） 
多摩大学経営情報学部教授 
立教大学社会学部産業関係学科卒．立教

大学大学院社会学研究科応用社会学専

攻博士前期課程修了(社会学修士)．東京

工業大学大学院総合理工学研究科システム科学専攻博士後期

課程単位取得満期退学．青山学院大学理工学部経営工学科助手

を経て，多摩大学助教授・大学院助教授．平成7年多摩大学教

授・大学院教授．平成13年より経営情報学部学部長を経て現

職．日本行動計量学会理事．日本分類学会幹事，日本学術会議

連携会員． 

 

 

統計関連学会連合担当理事 

渡辺 美智子（わたなべ・みちこ）  
慶應大学大学院健康マネジメント

研究科教授  

九州大学大学院総合理工学研究科修士

課程修了．理学博士．九州大学理学部附

属基礎情報学研究施設助手，関西大学経済学部講師，東洋大学

経済学部教授を経て，2012年4月より現職．2012年～2014年

日本行動計量学会理事． 

 

菊地 賢一（きくち・けんいち） 
＊写真・略歴は事務局記載のものを参照 

 

その他理事（50音順） 
青木 繁伸（あおき・しげのぶ） 
群馬大学社会情報学部教授 
東京大学大学院医学系研究科博士課程．

保健学博士．東京大学医学部助手，群

馬大学医学部講師・助教授を経て，

1993年10月より現職． 

 

 

飽戸 弘（あくと・ひろし） 
東京大学名誉教授，東洋英和女学

院大学名誉教授・前学長 
東京大学教育学部卒業．東京大学新聞

研究所助教授（社会心理学），文学部助

教授，教授を経て，東洋英和女学院大

学教授，学長．2006年～2012年日本行動計量学会理事長．2012

年～社会調査協会理事長． 

 

 
朝野 熙彦（あさの・ひろひこ） 
多摩大学大学院経営情報学研

究科客員教授 
専修大学，都立大学，首都大学教授を

経て2010年4月より現職．専門はマー

ケティング・サイエンス．2003年～

2009年日本行動計量学会理事．  

 
 

麻生 英樹（あそう・ひでき） 
産業技術総合研究所知能システ

ム研究部門主任研究員 
東京大学大学院工学系研究科修士課程

修了．通商産業省工業技術院電子技術総

合研究所研究官，ドイツ国立情報処理研

究センター客員研究員等を経て，2009年4月より現職．学習能

力を持つ知的情報処理システムの研究に従事． 
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岩﨑 学（いわさき・まなぶ） 
成蹊大学理工学部情報科学科 
教授 
東京理科大学大学院理学研究科修士

課程修了．理学博士．茨城大学，防衛

大学校を経て1993年より成蹊大学に

勤務し1997年教授．1994年日本行動計量学会優秀賞受賞．

1994年より日本行動計量学会理事（7期目）．現在に至る． 

 
 

狩野 裕（かの・ゆたか） 
大阪大学大学院基礎工学研究科 
教授 
大阪大学大学院基礎工学研究科前期課

程修了・工学博士．筑波大学数学系助教

授，大阪大学人間科学部助教授等を経て，

2004年4月より現職．2000-2003年Behaviormetrika編集委員

長，1997～現在 日本行動計量学会理事． 

 

 

椎名 久美子（しいな・くみこ） 
大学入試センター研究開発部 

教授 

東京大学大学院総合文化研究科博士課

程修了．博士（学術）．大学入試センタ

ー助手・助教授・准教授を経て，2012

年4月より現職．2009～2011年度日本行動計量学会理事・副

事務局長・和文誌編集委員． 

 

 

繁桝 算男（しげます・かずお） 
帝京大学文学部教授 

東北大学教育学部助教授，東京工業大学

工学部助教授，総合理工学研究科教授，

東京大学総合文化研究科教授をへて，

2009年より現職．大学入試センター入学

者選抜研究機構客員教授．東京大学名誉教授． 

 

鈴木 督久（すずき・とくひさ） 
日経リサーチ取締役 

早稲田大学第一文学部卒業．日本経済新

聞社政治部記者等を経て，2005年3月よ

り現職．東京大学大学院人文社会系研究

科非常勤講師．2006年～2009年日本行動

計量学会理事． 

 
 
 

竹村 和久（たけむら・かずひさ） 
早稲田大学文学学術院教授・同大

学意思決定研究所所長 

東京工業大学博士（学術）．筑波大学大

学院システム情報工学研究科助教授，フ

ルブライト上級研究員などを経て2002

年より現職．2009年より2012年まで和文誌「行動計量学」編

集委員長． 
 

 

鄭 躍軍（てい・やくぐん） 
同志社大学文化情報学部 

教授 

東京大学大学院農学生命科学研究科博

士期課修了．博士（農学）．統計数理研

究所助手，総合地球環境学研究所助教

授・准教授を経て，2009年4月より現職．2009年～2011年日

本行動計量学会理事・組織検討委員・欧文誌編集委員． 

 

 
中山 厚穂（なかやま・あつほ） 
首都大学東京大学院社会科学研

究科准教授 

立教大学大学院社会学研究科博士課程

後期課程単位取得退学．博士（社会学）．

立教大経営学部助手・助教，長崎大学経済学部准教授を経て，

2010年10月より現職．2009年～2011年日本行動計量学会広報

委員会委員．
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南風原 朝和（はえばら・ともかず） 

東京大学大学院教育学研究科教授 

アイオワ大学大学院教育学研究科博士課

程修了．Ph.D. 新潟大学教育学部講師・

助教授を経て，2002年4月より現職． 

 

 
 
 

橋本 貴充（はしもと・たかみつ） 
独立行政法人大学入試センター研

究開発部助教 

電気通信大学大学院情報システム学研

究科博士後期課程修了．博士（工学）．

大学入試センター助手を経て2007年4月

より現職． 

 

 

 

星野 崇宏（ほしの・たかひろ） 
名古屋大学大学院経済学研究科准

教授 

東京大学大学院総合文化研究科博士課

程修了．博士（学術）・博士（経済学）．

統計数理研究所助手・東京大学教養学部

専任講師を経て，2008年4月より現職．2009年より当学会理

事．今期は英文誌副編集委員長・広報委員会委員・刊行物委員

会委員を担当． 

 
 

森本 栄一（もりもと・えいいち） 
株式会社ビデオリサーチ 

ソリューション推進局主事 

東京工業大学大学院社会理工学研究科

経営工学専攻博士課程単位取得退学．株

式会社日立製作所を経て，2003年ビデオ

リサーチ入社．2009年から，日本行動計量学会理事． 

 

 

 

監事 

村上 隆（むらかみ・たかし） 
中京大学現代社会学部教授 

東京教育大学大学院教育学研究科実験

心理学専攻博士課程中退．博士（心理

学）．名古屋大学大学院教育発達科学研

究科教授を経て，2006年10月より現職．

1994年～2006年日本行動計量学会理事． 

 

 

渡部 洋（わたなべ・ひろし） 
東京大学名誉教授・（株）ベネッセ

コーポーレーション高等教育研究

所顧問 

東京大学大学院博士課程修了（教育心理

学），アイオワ大学大学院PhD．大学入試

センター研究部助手，東京大学教育学研究科助教授，同教授，

同学部長・研究科長，同寄附講座教授を経て現職． 

 
 

学会役員（2012-2014） 

・理事会・監事 
理事長：岡太  彬訓 
理 事 ：青木  繁伸   飽戸  弘 

朝野  煕彦   麻生  英樹 
足立  浩平   今泉  忠 
岩﨑  学    植野  真臣 
大森  拓哉   狩野   裕 
菊地  賢一   椎名  久美子 
繁桝  算男   鈴木  督久 
竹村  和久   鄭    躍軍 
豊田  秀樹   中山  厚穂 
南風原 朝和   橋本  貴充 
林   文    星野  崇宏 
松本  渉    森    裕一 
森本  栄一     柳井  晴夫 
山岡  和枝   吉野  諒三 
渡辺   美智子   
以上 30名 

監 事 ：村上  隆      渡部  洋
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・編集委員会 

編集委員長    ：林  文 

和文誌委員長  ：豊田 秀樹 

和文誌副委員長：尾崎 幸謙 

和文誌編集委員：青木 繁伸  朝野 熙彦 

石井 秀宗  石岡 恒憲 

今泉 忠   岩間 徳兼 

岸野 洋久  酒折 文武 

里村 卓也  椎名 久美子 

島田 貴仁  鈴木 督久 

千野 直仁  中村 健太郎 

永田 靖   三輪 哲 

室橋 弘人  村上 隆 

山岡 和枝  山本 義郎 

渡辺 美智子 

欧文誌委員長 ：植野 真臣 

欧文誌副委員長：星野 崇宏 

  ＊欧文誌編集委員会の構成については次号に掲

載予定 

 

・運営委員会 

運営委員長  ：大森 拓哉 

運営副委員長：橋本 貴充 

運営委員    ：植野 真臣  菊地 賢一 

鈴木 督久  本村 陽一 

若山 大樹 

 

・広報委員会 

広報委員長  ：松本 渉 

広報副委員長：中山 厚穂（会報担当） 

尾崎 幸謙（インターネット担当） 

会報小委員会：阿部 貴人  上野 雄史 

江口 幸治  木村 邦博 

城川 美佳  鄭  躍軍 

朴  堯星  星野 崇宏 

山田 剛史 

インターネット小委員会： 

飯塚 誠也  黒田 正博 

橋本 貴充  宮崎 慧 

吉村 宰 

相談役   ：森  裕一 

 

 

・大会担当委員会 

委員長 ：森  裕一 
副委員長：青木 繁伸 
委員  ：足立 浩平  今泉 忠 

植野 真臣  大森 拓哉 
菊地 賢一  千野 直仁 
松本 渉 

 

・組織検討委員会 

委員長 ：吉野 諒三 
副委員長：村上 征勝 
委員  ：鄭  躍軍  林  文 

松本 渉   山岡 和枝 
 

・刊行物委員会 

委員長：山岡 和枝 
委員 ：金  明哲  鄭  躍軍 

林  文   星野 崇宏 
松本 渉   森本 栄一 
柳井 晴夫  吉野 諒三 

 

・資料アーカイブス委員会 

委員長 ：柳井 晴夫 
副委員長：森本 栄一 
委員  ：飽戸 弘   丸山 久美子 

吉野 諒三 
 

・学会賞選考委員会（～第40回大会まで） 

委員長         ：村上 征勝 
事務局（学会賞選考担当）：今泉 忠 

 

・各担当理事 

名誉会員担当：足立 浩平 

 

・事務局 

事務局長 ：菊地 賢一 
副事務局長：椎名 久美子 
担当   ：大森 拓哉  橋本 貴充 

 
・関連団体等担当 

横断型基幹科学技術研究団体連合：今泉 忠 

統計関連学会連合：渡辺 美智子 

菊地 賢一 
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委員会活動報告 

 

編集委員会より 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きにつ

いて 
日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974年）

に遡って電子化し，JSTで運用している電子アー

カイブサイトJ-STAGE（Journal＠rchive）にて

全文公開（無償での公開）しております．電子ア

ーカイブ化・公開には，創刊号からの掲載論文の

著作権行使（全文電子公開）の同意を論文著者か

ら得る必要があります．1999年の総会以降刊行さ

れた論文については，著作権は日本行動計量学会

に帰属するよう規定が明確に定められましたが，

それ以前に掲載された記事等の著作権は，明確に

定められておりませんでした．電子化し公開する

に当たっては，各論文の著者全員に，本学会への

著作権委譲についての文面をお送りし，多くの著

者のご了解をいただきました．現在までにお返事

をいただいていない著者の論文は，本来は著者か

らの権利委譲を待つべきですが，「行動計量学」

「Behaviormetrika」それぞれ全体の研究上の利

便性，研究者の利用の便宜等を考えて，すでに電

子化公開しております．著作権委譲についてお返

事をいただいていない著者で，電子化し公開する

ことが不都合とお考えの方は，和文誌，欧文誌そ

れぞれの編集委員会までご連絡下さるようお願い

いたします．公開を中止するなど，学会として誠

意をもって対応いたします． 
なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB
ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 
に掲載されていますのでご参照ください． 
 

欧文誌編集委員会より 
 Behaviormetrika, 39巻1号を発刊した．また，

平成 24 年度科学研究費補助金(研究成果公開促進

費)の申請が採択され，補助金 80 万円の交付申請

を行った． 
足立 浩平（大阪大学） 

 
運営委員会より 

平成24年度研究部会の募集 

 日本行動計量学会では，研究活動の活性化をは

かるため，研究部会を設け，活動経費の助成を行

っています．研究部会には，一定地域での研究推

進活動や研究普及活動を主な目的とする地域部会，

および，オリジナリティーに富んだ研究成果を挙

げることを目的とする研究グループがあります．

活動経費は，地域部会については1 部会上限5 万
円程度，研究グループは 1 部会 5 万円（採択件

数は優れた研究計画を若干数）です．地域部会に

ついては，都心部から東京近郊までを主たる活動

地域とする部会を考えておりません．今年度は募

集の時期が年度当初をずれ込んでしまいましたが，

平成 24 年度の研究部会の募集を下記要領で行い

ます．なお，採否の審査結果は，8 月初旬にお知

らせする予定です． 
○提出書類（下記の内容を電子メールにてお送り

ください．） 
(1) 地域部会：研究部会名，代表者，参加予定者

（会員・非会員別），助成希望金額，活動予定

（この順序で書くこと） 
(2) 研究グループ：研究部会名，代表者，参加予

定者（会員・非会員別），研究計画，活動予定

（この順序で書くこと） 
○応募締切：平成24年7月20 日（金）必着 
○送付先（問合せ先）： 
日本行動計量学会運営員会委員長 大森拓哉 
ohmori@tama.ac.jp 
なお，研究部会に関する規約はWeb ページ 
http://www.bsj.gr.jp/bukai/bukai.pdf 

をご参照ください． 
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2011年度研究部会活動報告 

○調査方法に関する研究部会 

森本 栄一（ビデオリサーチ） 
当研究部会では，近年の社会状況の変化に伴い

調査環境が悪化する中，社会調査実施上のさまざ

まな諸課題と回収率減少等の問題を中心に議論を

進めてきた．研究会のメンバーは，調査の実務に

携わっている調査会社の人々と大学・研究所の研

究者で構成されており，調査現場におけるさまざ

まな課題と，学会等における調査研究の議論を中

心にこれを整理し，今後の改善点と回収率向上に

向けての示唆を求めて研究を行ってきた． 
初年度は，調査の実務に携わっている現場の若

手を中心にメンバーを拡大し，各社の，調査実施

上の諸状況や現在抱えている諸課題について比

較・検討などを行った．議論の中で，特に調査員

管理や実査時の問題点：調査員の高齢化や単身世

帯の増加と就業時間の変化に伴う在宅時間の深夜

化，また都市部における住宅形態の変化 （マンシ

ョンでのオートロック機能の普及）により，調査

相手そのものに会えなくなってきていることや，

それに対して，各社から回収率向上のためのさま

ざまな工夫を凝らして，調査を実施していること

など，互いに幅広く報告し，議論を深めてきた．

また国内の調査実施の諸状況のみならず，限りあ

る範囲であるが，海外の状況についてもヒヤリン

グを行ってきた．具体的には，ミシガン大学での

調査員研修など，実際に研修を受けたリサーチャ

ーからヒヤリングを行い，調査員の構成や調査内

容そのものの違い，また対象相手との関わり方な

ど，日本との調査の役割や考え方の違いを知るこ

とができた．その他，各社，サンプリングによる

調査が減少し Web 調査が増えていく中，Web 調

査について研究を行っているリサーチャーによる

「日本における Web 調査の位置付けと活用につ

いて」の報告から，Web 調査の特徴や調査品質，

利用上の注意点なども確認することができた．そ

れのみならず，これまでの調査研究の研究論文の

収集や整理を進めた． 

次年度は，東日本大震災が発生したため，その

直後の調査現場における影響や対応について，直

後の研究会から，状況把握，情報収集を行うこと

にした．そのために，まず各社の調査実施状況の

ヒヤリングから始め，調査現場の状況，調査現場

での対応などについての報告をうけ，それらにつ

いて議論を行った．また，事後に行われた調査の

具体的な内容についても検討を行なった．特に，

サーベイリサーチセンターのメンバーからは，震

災後の早い時期に行われた避難所の調査について

の興味深い報告を受けることができた．調査自体

は標本調査とはいえないが，その調査について議

論により，標本調査における調査現場を考える場

合にも役立つ重要な示唆（これまでの被災地調査

の経験から，定量調査に「傾聴」を取り入れた試

みとしての成果）を得た． 
以上，2年間という限られた期間ではあったが，

研究部会での議論を通じて大きな成果を得ること

ができた．しかしながら，社会状況の変化に伴い

調査環境が大きく変化している中，また東日本大

震災という大災害を経験して今後日本社会はどの

ように変化していくのか，これらの成果はまだ途

上であり，サンプリング方法のあり方・回収率減

少問題を始め，調査に関わる課題は山積している．

そのためにも，今後とも如何にして正しい調査デ

ータを獲得していくことができるか，そのための

調査研究が引き続き重要であることは言うまでも

ない． 
 
○態度と複雑系データ解析研究会 

水嶌 友昭（インターネット総合研究所） 
複雑系データ解析に関する研究はインターネッ

ト，土木，生物，津波，土木，マーケティング，

証券取引等の様々な分野で行われている．これら

の解析では状態のモデル化だけではなく，時系列

変化を含めたモデル化と推定が行われている．こ

れらの研究は近年のコンピュータの発達と計測技

術の向上によって大きく発達し，その応用範囲は

広がっている．  
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インターネットの分野では 2011 年の中頃あた

りから「ビックデータ」という言葉が取り上げら

れるようになっている．このビックデータとはイ

ンターネット内に存在する巨大なデータのことを

意味する．これを分析し，データマイニングを行

うことで現状の把握や将来の予測を行うことを意

味する．例えば，検索エンジンでの利用者の入力

項目からの次の入力候補の予測提示や買い物した

情報，閲覧したホームページから商品のリコメン

デーションをするといったことが行われている．

「ビックデータ」の中から様々な行動や態度を抽

出し，そこから利用者の今後の行動や態度の予測

を行っている．ビックデータの解析では単純な単

語抽出の解析や複雑系のデータ解析で用いられて

いる技術等が用いられている．しかし，人の心理

的な要素が必ずしも考慮されているわけではない

問題も未だに存在する．例えば，人の行動や購買

行動はデータでは残るが，ポジティブか，ネガテ

ィブなのかに対する態度が必ずしも考慮されてい

るわけではない． 
 為替取引では，近年では電子化が進み，その取

引の処理速度も増加しているため，その取引デー

タも巨大なものになる．これも一種の「ビックデ

ータ」になる．為替取引を行う際に投資家の取引

情報（板情報）を用いての為替の動向の分析も行

われている．ここでは板情報が人の行動や態度で

あると仮定し，分析を行い，人の行動や態度のモ

デル化を行っており，マクロ的にはある程度の傾

向が分析できる程度まではきている． 
 「ビックデータ」という形で社会的に複雑系の

データ解析が認知され始めているが，ミクロな人

の態度の分析までは考慮されてはいないことに関

しては，今後も検討すべきである． 
 
○岡山地域部会 

山田 剛史（岡山大学） 
 本部会は，岡山県およびその近隣地域の行動計

量学に関する研究と研究者間の人的交流を積極的

に行うべく，2002 年度から2009 年度にかけて，

日本行動計量学会から活動経費の助成を受けた行

動計量学 岡山地域部会の継続である．本年度は，

第 3 期の 2 年目であり，全体としては 10 年目で

ある本年度も，次に報告するように計4回の研究

会（第39回～第42回）を開催した．研究会はす

べて岡山統計研究会との共催とし，第39,41,42回

研究会は岡山理科大学地域分析研究会との共催と

した． 
第39回（2011年11月27日（日），「著者に学

ぶ『マルチレベルモデル入門』」）は，私がコーデ

ィネートをし，マルチレベルモデルをテーマとす

る研究会を開催した．安藤正人先生（川崎医療福

祉大学）を招き，ご著書「マルチレベルモデル入

門 実習：継時データ分析」（ナカニシヤ出版）に

関する講演をいただき議論を行った． 
 第 40 回（2012 年 2 月 18 日（土），「社会調査

の周辺から」）は，田中潔先生（岡山商科大学）に

コーディネートしていただき，吉川徹先生（大阪

大学）を招き，「長期追跡調査でみる日本人の意識

変容」というテーマの講演をいただいた．さらに，

佐井至道先生（岡山商科大学）による講演「官庁

統計の個票データに対するリスク評価の改善の試

み」，田中潔先生（岡山商科大学）による講演「ア

ンケート調査へのOMR活用」をいただき，意見

交換を行った． 
第 41 回（2012 年 3 月 10 日（土），「データの

分析手法とその応用」）では，若手を育てることを

目的に，院生を中心とした学生セッションを設け，

学生6名の発表に対して，優秀賞1名とプレゼン

賞 1 名を表彰した．また，全体レクチャーでは，

平井安久先生（岡山大学）にご講演をお願いした． 
最後の第 42 回（2012 年 3 月 17 日（土），「統計

手法と統計計算の新展開」）は，第96回行動計量

シンポジウムとして企画・開催した．「項目反応理

論の基礎と応用」をテーマとして，大澤公一先生

（山口大学アドミッションセンター），加藤健太郎

先生（教育テスト研究センター／ベネッセコーポ

レーション），川端一光（国際交流基金）先生をシ

ンポジストとしてお招きし，テーマに関する講演
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をいただき，議論を行った． 
岡山地域部会のWebページは， 

http://mo161.soci.ous.ac.jp/bsj_okayama/ 
で，研究会の予定などを公開している． 
 
第96回行動計量シンポジウム報告 

○項目反応理論の基礎と応用 
山田 剛史（岡山大学） 

教育における測定・評価をテーマに設定し2012
年3月17日（土）に，岡山理科大学で第96回行

動計量シンポジウムを開催いたしました．本シン

ポジウムは，2002年度から日本行動計量学会の地

域部会として活動している「行動計量学岡山地域

部会」と岡山理科大学地域分析研究会および岡山

統計研究会との共催で行いました．セッションは

「項目反応理論の基礎と応用」で，教育測定に関

する様々な話題を提供いただきました．話題提供

後は，フロアからの様々なコメントをもとに，非

常に有意義な議論と意見交換がされました．参加

者は，日本各地から，岡山を中心として計 40 名

強の参加があり，全体としても活発に議論がなさ

れ有意義なシンポジウムとなりました． 
講演者とタイトルは次の通りです． 
・講演者とタイトル 
・大澤公一（山口大学） 
「項目反応理論の基礎」 
「IRTPROによる項目反応理論」 
・加藤健太郎（教育テスト研究センター／ベネッ

セコーポレーション） 
「語彙・読解力検定における項目反応理論の活用」 
・川端一光（国際交流基金） 
「実務に生かす項目反応理論」 
 
2011年度春の合宿セミナーの開催報告 
岡太 彬訓（多摩大学）・山口 和範（立教大学） 
 2011年度春の合宿セミナーを，2012年3月17
日，18日の両日に，大阪商業大学において開催し

た．具体的なプログラムは以下の通りであった． 
 

初日（3月17日） 
S-1 13:10-14:40 
S-1-1 岩井紀子（大阪商業大学）・宍戸邦章（大

阪商業大学） 
・East Asian Social Surveyからみた国

際比較調査の困難と課題  
S-2 15:00-17:30 
S-2-1 佐藤忠彦（筑波大学） 

・マーケティングにおけるベイジアン

モデリングの実際 
S-2-2 横山暁（帝京大学） 

・R入門(その1) 
S-2-3 中山厚穂（首都大学東京） 

・Excelよる多変量解析(その1)  
2日目（3月18日） 

S-3 10:00-17:00 (昼食休憩12:00-13:00)  
S-3-1 吉野諒三（統計数理研究所）・林文（東

洋英和女学院大学 
・社会調査研究の宝庫-- 国際比較 

S-3-2 横山暁（帝京大学） 
・R入門(その2)  

S-3-3 中山厚穂（首都大学東京） 
・Excelよる多変量解析(その2)  

 
今回の参加者は４６名であり，その内訳は，会

員 20 名，準会員 1 名，一般の非会員 8 名，非会

員の学生 17 名と，非会員の参加が目立った．非

会員の参加者には，後日日本行動計量学会の情報

を提供している．今後の会員増につながることを

期待する一方，会員の参加者増に向けた企画検討

の必要性も感じた． 
なお，今回の開催は，大阪商業大学JGSS研究

センターとの共催であり，開催にあたって同セン

ターの多大な支援をいただいた．教室や実習環境

はもちろん，大学が経営しているホテルが大学の

徒歩圏内にあることも含め，素晴らしいセミナー

の環境を提供いただいた．ここに記し感謝申し上

げたい． 
 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 133 号                                 2012 年 6 月 1 日 

15 

広報委員会より 

 広報委員会の活動は大きく，1)会報発行，2)ネ
ット関係（Web とメールニュース），3)広報活動

（入会案内と本会のイベントの広報），4)その他に

分けられます．以下，2009年度から2011年度の

広報委員会の活動をこの４つに基づき，ご報告し

ます． 
 1)につきましては，会報第121号から第132号

までの12号を発行しました． 
 2)のうち，Webについては，日々の更新に加え，

今期は，ホームページの引越しがありました．こ

れは，本会がホームページを置いていた国立情報

学研究所の「学協会情報発信サービス」が 2012
年の３月をもって終了するために必要な措置でし

た．まず，ドメイン名を取得することから始まり，

実体を置かせていただく統計関連学会連合のサー

バー担当者とのやりとりなどを経て，2011 年 12
月25日に，旧ページの更新をやめ， 

http://www.bsj.gr.jp/ 
での運用へ完全移行しました．旧ページはまだ閲

覧は可能なようですが，情報提供・更新は行って

いませんので，ブックマークなどが旧ページのま

まの方は，すぐに上のアドレスに変更ください．

もう１つ，2)で大きなことは，メールニュースの

会員全配信へ切り替えることでした．これは，広

報委員会に寄せられる情報の多くが即時性やメー

リングリストあるいは Web での情報提供を前提

としたものが多くなってきたためで，2010年４月

から，メールアドレスを学会に登録されている会

員全員（拒否される方は除き）へ配信を始めまし

た．ちなみに，メールニュースの配信数は，2009
年度が33，2010年度が36，2011年度が61でし

た． 
 3)につきましては，これまで他学会の情報を学

会内に流すことが多かった広報委員会ですが，他

学会や他組織に本会の情報を流す手順を決めまし

て，38回大会と39回大会の広報を29の学協会・

団体に行うことができました． 
 副委員長や委員のみなさんの協力の下，総じて

充実した活動ができたと考えます．今後は，メー

ルニュース全会員送信下における会報のあり方や

よりネットを活用した学会員の情報共有について

考えていくなど，“新しい”広報活動に期待したい

と思います． 
森 裕一（岡山理科大学） 

 
学会Webページの見直しについて 

役員の交代にともない，学会 Web ページの見

直しを行っています．古くなった内容を更新する

一方で，リンクが切れたところなどを探し出して

修正しています． 
今号で記事としてよく出てくる著作権について

の関連文書も分かりにくい構造になっていたので，

リンクのはり方などの整理を行っています． 
これを機に，Web上に記載されている著作権に

関する規定を下記に転載し，参考情報として提供

しておきます． 
本学会では，学会誌ならびに大会抄録に採択発

表される論文等の著作権に関する規定は，1999
年度の総会で承認をされているとのことです． 

 
広報委員長 松本 渉（関西大学） 

 

 
 

著作権に関する規定 

（http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html）

"行動計量学"，"Behaviormetrika"および“日

本行動計量学会大会発表論文抄録集”に掲載

された著作物について，以下のように定め

る．  
a.当該著作物の著作権は日本行動計量学会に

帰属するものとする．ただし，著作者人格

権に限り著作者に帰属するものとする． 
b.日本行動計量学会は，上記著作物または他

の情報媒体（電子媒体を含む）を通じて，

当該著作物およびその書誌情報を公表する

ことができる． 
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日本行動計量学会第４０回大会のご案内 

 
第４０回大会実行委員会 実行委員長  

猪口 孝 （新潟県立大学） 
 

日本行動計量学会第４０回大会実行委員会です．

第４０回大会に関する情報をお届けします． 
 今回は，今大会の抄録集から行っていただくこ

とになりました著作権譲渡の手続き，すでに始ま

りました「一般セッション」の企画募集・参加申

込開始と，大会当日までの日程について，ご案内

申し上げます． 
最新情報は，Webサイト 

  http://www.unii.ac.jp/bsj2012/ 
に掲載していきますので，発表・参加のご準備を

よろしくお願いいたします． 
 
 
■日本行動計量学会第４０回大会基本情報 

 ・期 間：2012年 9月13日（木）～16日（日） 
      （13日は，チュートリアルセミナー） 
 
 ・場 所：新潟県立大学 

  〒950-8680新潟市東区海老ケ瀬471 
 

 ・ＵＲＬ：http://www.unii.ac.jp/bsj2012/ 
  最新情報や発表・参加申込はこちらか

らどうぞ 
 
 ・コンタクト：bsj2012@unii.ac.jp 
  大会についての問い合わせはこちらにどうぞ 
 
 
■大会抄録集に掲載される抄録等の著作権

譲渡の手続きについて 
本大会から，抄録集に掲載される抄録等につい

て，日本行動計量学会に著作権譲渡の手続きを行

っていただくことになりました．著作権譲渡は 6
月1日からの抄録集の原稿受付開始とともに行い

ます．一般セッションと特別セッションではこの

手続きの方法が異なります．詳しくはウェブをご

欄ください． 
 
 

■「一般セッション」企画募集と参加申込開

始のご案内 

 「一般セッション」の企画の募集と参加申込を

開始しました．申込をするには 
http://www.unii.ac.jp/bsj2012/ 

より，［発表・参加申込］に進み，ご応募ください． 

たくさんのご提案をお待ちしています． 
 
 
■ 大会までの日程 

5月  1日（火） 一般研究発表申込開始 
チュートリアル参加募集開始 
大会参加事前申込開始 
 

6月  1日（金）  抄録集用原稿受付開始 
 
6月15日（金）  一般研究発表申込締切 

特別セッションの企画募集 
最終締切 
 

7月13日（金）  抄録集用原稿提出締切 
 
7月31日（火）  プログラム冊子発送 
 
8月24日（金）  大会参加事前申込締切 
 
9月13日（木）  第40回大会（13日は，チュー 
～16日（日）  トリアルセミナー） 
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2012年度統計関連学会連合大会について

（第二報） 
2012 年度統計関連学会連合大会 
運営委員会委員長 瀬尾 隆（東京理科大学） 
実行委員会委員長 水田正弘（北海道大学） 

  プログラム委員会委員長 宿久 洋（同志社大学） 
 
今回で 11 回目になる 2012 年度統計関連学会

連合大会について進捗状況をご報告いたします．

今大会も統計関連学会連合に属する全ての学会の

共催により開催する運びとなりました．本大会の

第1 日目（9月9 日(日)）はチュートリアルセッ

ションと市民講演会を，北海道庁と北海道大学植

物園の間にある「かでる２・７」で開催いたしま

す．一般講演などは2 日目以降（9 月10～12 日），

JR 札幌駅の北側に広がる北海道大学札幌キャン

パスの高等教育推進機構で開催します．懇親会は，

例年より 1 日早い，9 月 10 日(月)の夕方にサッ

ポロビール園で行います．ジンギスカンはもちろ

ん，タラバガニ・ズワイガニ，お寿司，その他約

20 品目食べ放題，飲み放題となっております． 
この第二報では，チュートリアルセッション，

市民講演会，企画セッション，コンペセッション

などの概要などを項目ごとにご紹介いたします．

今後，連合大会のウェブページ 
http://www.jfssa.jp/taikai/2012/ 

に関連情報や詳細情報を随時掲載していきますの

で，ご覧ください． 
 
１．大会日程，開催場所，各種受付期間 
開催日程：９月９日（日）から１２日（水）ま

での4 日間 
９月９日：チュートリアルセッションと市民

講演会（かでる２・７, 札幌市中央区） 
９月１０日～１２日：本大会（北海道大学 高
等教育推進機構， 札幌市北区） 

共催：応用統計学会，日本計算機統計学会， 
日本計量生物学会，日本行動計量学会， 
日本統計学会，日本分類学会 

懇親会：９月１０日（月）18:00～（予定）， 
サッポロビール園 

講演申込：５月 ８日（火） 9:00～ 
６月 ５日（火）17:00 

原稿提出：６月１２日（火） 9:00～ 
７月１０日（火）17:00 

事前参加申込：７月１８日（水） 9:00～ 
８月２１日（火）17:00 
 

２．講演の申込 
講演には次の種類があります． 
・一般講演 
・企画セッション講演 
・コンペティション講演 

申込み方法は，すべての講演に共通の事項と種

類ごとに異なる事項がありますので，ご注意くだ

さい． 
(1)すべての講演に共通な事項 
講演をご希望の方は，上記ウェブページからお

申込み下さい．これ以外の申込み方法はありませ

ん．ウェブページ上で，「一般講演」，「企画セッシ

ョン講演」，「コンペティション講演」のいずれか

を選択して下さい．原則として，講演者が申込ん

で下さい．ただし，「企画セッション講演」につい

ては，オーガナイザーが申込んでください． 
(2)「一般講演」に関わる事項 
通常の講演は「一般講演」として講演者がお申

込み下さい．ウェブページ上の講演申込み手順に

したがって申込みをして下さい．プログラム編成

の際の参考にしますので，最大3 個までのキーワ

ードを，重視する順にご選択ください．また，講

演者（連名講演者を含む）のうち，少なくとも 1
名は共催 6 学会のいずれかの会員であることが

要件です． 
(3)「企画セッション講演」に関わる事項 
各セッションのオーガナイザーが，セッション

内の講演全件を申込みください． 
(4)「コンペティション講演」に関わる事項 
コンペティション講演は，研究内容とプレゼン

テーションの能力を競う企画で，今回で 10 回目
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を迎えます．参加有資格者は a) 講演時に学部学

生や修士学生である方（社会人学生を含みます．

年齢は問いません．），あるいは b) 2012 年４月１

日時点で満30 歳未満の若手研究者 です．連名講

演の場合，コンペティション対象者は実際に口頭

発表する方で，講演の申し込み時点で共催６学会

のいずれかの会員である必要があります．ただし，

申し込みと同時に入会手続きをされてもかまいま

せん．審査に関する詳細は検討中です．詳細につ

いては連合大会のウェブページに掲載される「コ

ンペティション講演のご案内」をご覧下さい．な

お，コンペセッションは 9 月 10 日，11 日に実

施し，表彰式を9 月11 日の夕刻に行う予定です． 
 

３．講演報告集用原稿の提出 
報告集用の原稿は A4 サイズで 1 ページです．

インターネット経由で電子ファイル（PDF 形式）

を提出していただきます．「１．大会日程，開催場

所，各種受付期間」を参照の上，原稿提出期間を

厳守してください．ご希望の方は，報告集用原稿

とは別に，ウェブページに掲載する詳細論文を受

け付けます（A4 サイズ，最大 10 ページまで，

PDF 形式，ファイルサイズは 1MB 以内，フォ

ント埋め込み）．論文ファイルをメールによりプロ

グラム委員会宛 
submission2012@jfssa.jp 

にお送り下さい．報告集用原稿および詳細論文の

執筆要領につきましては，連合大会ウェブページ

（http://www.jfssa.jp/taikai/2012/）をご覧下さい． 
「企画セッション講演」の報告集用原稿はオー

ガナイザーが集約してご提出下さい．したがいま

して，企画セッション講演者は，最終的な原稿提

出が締切に間に合いますようにオーガナイザーに

原稿をお送り下さい． 
講演報告集は大会当日にお渡しします． 

 
【注意】 
報告集は，本大会ウェブページにて期間限定で公

開予定です．公開を希望しない場合には，報告集

用原稿の提出時に，その旨をご指示ください． 

４．企画セッションのご案内 
学会や個人から申請のあった 21 件の企画セッ

ションが予定されております．テーマ(仮題)とオ

ーガナイザーの氏名，所属は以下の通りです．テ

ーマのねらいや講演者・講演タイトル等につきま

しては連合大会のウェブページをご覧下さい． 
なお，企画セッションの運営はオーガナイザー

に一任しておりますので，企画セッションについ

てのご質問がございましたら，直接オーガナイザ

ーにお問い合わせ下さい．企画セッションの日程

はプログラム作成時に決定いたします． 
 

企画セッション名とオーガナイザー（敬称略） 
１）量子統計：理論的な進展と物理実験への応用：

田中冬彦 （東京大学） 
２）ミクロデータの二次利用 その仕組みと研究活

用事例：渡辺美智子（慶應義塾大学） 
３）日本統計学会各賞受賞者講演：岩崎学（成蹊

大学） 
４）統計学初級中級講座「マルチレベル解析と繰

り返し測定データの解析」： 岩崎学（成蹊大

学） 
５）医薬データの統計解析：石橋雄一（（株）スタ

ットラボ）・水田正弘（北海道大学） 
６）データ分析の理論と応用：栗原考次（岡山大

学） 
７）JSS-KSS-CSA International Session I：

Analysis of data with correlated error. 
Jinfang Wang (Chiba University, Japan), 
Taesung Park (Seoul National University) 
and Ming-Yen Cheng (National Taiwan 
University) 

８）JSS-KSS-CSA International Session II： 
Inference for high dimensional data. 
Jinfang Wang (Chiba University, Japan), 
Taesung Park (Seoul National University) 
and Ming-Yen Cheng (National Taiwan 
University) 

９）JSS-KSS-CSA International Session III：
Computational statistics. Jinfang Wang 
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(Chiba University, Japan), Taesung Park 
(Seoul National University) and Ming-Yen 
Cheng (National Taiwan University) 

１０）資金循環統計～拡充の成果と課題：櫻庭千

尋（日本銀行） 
１１）クラウドコンピューティングと大規模デー

タ処理：棟朝雅晴（北海道大学）・水田正弘

（北海道大学） 
１２）金融のリスク管理：三浦良造（一橋大学） 
１３）高等学校の統計教育の改革と大学入試での

取り組み：藤井良宜（宮崎大学） 
１４）教養教育における統計教育とその評価方

法：藤井良宜（宮崎大学） 
１５）ファイナンス統計学における漸近的方法と

その実装：吉田朋広（東京大学） 
１６）日本計量生物学会奨励賞受賞者講演：手良

向 聡（京都大学） 
１７）日本計量生物学会シンポジウム：和泉志津

恵（大分大学） 
１８）スポーツと統計科学の融合：酒折文武（中

央大学）・田村義保（統計数理研究所） 
１９）応用統計学会 学会賞受賞者講演：黒木学（統

計数理研究所）・永田靖（早稲田大） 
２０）非対称分布の統計学の理論と実際：清水邦

夫（慶應義塾大学） 
２１）確率微分方程式モデルの統計解析：内田雅

之（大阪大学） 
 
５．大会特別セッションのご案内 
統計関連学会連合では，東日本大震災後 2011 

年6 月に連合各学会の評議員，理事などに呼びか

けて，放射線の影響などについてのヒアリングを

行いました．また，2011 年度統計関連学会連合

特別セッションでもその種の問題についての討論

を重ねてきたところです． 
本年度は福島第一原子力発電所事故により放出

された放射性物質に話題を絞り込み，放出から健

康影響に至るまでの経路，現在も続く放射線被ば

くについて，専門家を招待し俯瞰することで，今

後統計家としてなすべきことが何かを考えるため

の特別セッションを企画します． 
 

セッションタイトル：福島第一原子力発電所事故

の放射能影響に関するデータに基づく俯瞰 
セッションオーガナイザー：椿 広計（統計数理研

究所） 
セッション概要：本セッションでは，①福島第一

原発から放出された放射性物質がどの程度あっ

たのか，②どのように大気中に拡散し，土壌・海

上に沈降したのか，③そして人々はどのような暴

露を受けた，あるいは受けつつあるのか，④そし

てその健康影響はどのようなものであるかをそ

れぞれの分野の専門家に紹介いただき，この問題

に関する今後の統計関連学会連合の取り組みに

ついて議論を進めたい． 
 

６．チュートリアルセッションのご案内 
下記の２つのテーマでチュートリアルセッショ

ンを開催いたします．２つの会場で並行して開催

しますので，どちらかをお選びください．参加費

については「８.参加申込と大会参加費」をご覧下

さい． 
日時：2012 年9 月9 日(日)13:00～16:00（一部

～18:00）（12:30 より受付開始予定） 
場所：かでる２・７（札幌市中央区） 
 
テーマＡ：「主成分分析の行列的基礎と非計量・三

相配列・因子分析への発展」 
講 演 者：足立浩平先生（大阪大学） 
時 間：13:00～16:00（3時間） 
開催趣旨：このセミナーは，主成分分析(PCA)の
基礎を導入するパート[1]と，PCA の三方向への

拡張を解説するパート[2], [3], [4]から構成される．

以下に，[1]～[4]の概要を記す．[1] PCAの種々の

定式化の中でも，特異値分解によるデータ行列の

最小二乗近似としての定式化を中心に，PCAを解

説する．[2] 非計量PCAと，それを拡張した多重

対応分析を取り上げる．これらの手法は，多変量

カテゴリカルデータのカテゴリーを数量化しなが

ら，データ行列の近似を行う PCA と定式化でき
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る．[3] 条件×個体×反応といった三相配列デー

タを分解近似するための三相 PCA を解説する．

三相PCAの個別手法として，Tucker2，Tucker3，
および，Parafac が知られ，これらには階層関係

がある．[4] 因子分析(FA)は，PCAに「似て非な

る方法」といえるが，近年開発されて PCA との

関係が明瞭であるデータフィッティング FA を紹

介しながら，FAとPCAの類似・相違も考察する．

以上の[1]～[4]において，統計的推論の側面は他書

に譲られ，線形代数の行列表現に基づく各種手法

の定式化が強調される． 
 
テーマＢ：「テキストマイニングの活用」 
講 演 者：八木征子先生（株式会社数理システム），

神田晴彦先生（株式会社野村総合研究所）保田明

夫先生（富士通エフ・アイ・ビー・システムズ株

式会社） 
時 間：13:00～18:00（5時間） 
開催趣旨：本チュートリアルでは「テキストマイ

ニングの活用」と題し，実際に参加者にソフトウ

ェアを操作していただきながらチュートリアルを

おこなう．現在，Web アンケート回答データ，

商品の評価・評判に関するデータ，電子カルテデ

ータ，小論文・論述課題における回答データ等，

非常に多くのテキストデータがそれぞれの環境に

おいて保存されている．しかしながら，現場にお

いてテキストデータを保持しつつも，それらを積

極的・効果的に活用する環境が整っていることは

希である．テキストマイニングにおいては，理論

的な背景はもとより，データをマクロ的かつミク

ロ的に見るような作業が重要な役割を持っている．

そのため，テキストマイニングをおこなう際には，

データを効果的に集約化しつつ元のデータに戻っ

てその内容を詳細に理解することができるような

ソフトウェアの活用は不可避である．そのため，

本チュートリアルにおいては先進的なソフトウェ

アを提供し続ける 3 社の講演者にお越しいただ

き，チュートリアルをお願いする． 
 
 

７．市民講演会のご案内 
下記の２つのテーマで市民講演会を開催いたし

ます．参加費は無料です． 
 
テーマ１：「統計検定：出題傾向と結果分析」 
講 演 者：岩崎学先生・吉田清隆先生（成蹊大学） 
時 間：16:30～17:15（45 分） 
概 要：2011 年 11 月 20 日（日），第 1 回目の

「統計検定」が，2 級，3 級，4 級，統計調査士，

専門統計調査士の 5 種類の試験種目で実施され

ました．統計検定は，昨今国際的にも益々その重

要性を高めている「データに基づいて客観的に判

断し，科学的に問題解決する能力」を，中高生，

大学生および職業人の各レベルに応じて評価する

全国統一試験です．また，検定を通じて，中学や

高校および大学で何をどう学んだらよいかのカリ

キュラムの指針を与えることも目的としています．

本講演では，2011 年11 月の検定および2012 年
5 月実施の英国王立統計学会 (RSS) との共同認

定である国際資格試験の結果を分析し，現在の日

本における「統計力」の現在を探ります．またそ

れを踏まえ，今後どのような力を身に着ける必要

があるか，あるいは逆にどういう教育を行わなけ

ればならないのかについても，幅広くかつ分かり

やすく解説します．2012年11 月18 日（日）に

は，上で述べた 5 種類に加え「統計検定 1 級」

も実施されますので，これらの試験に対する対策

もお話しします． 
 
テーマ２：「新薬の開発に統計学はどのように利用

されているのか」 
講 演 者：大森崇先生（同志社大学），安藤友紀先

生（医薬品医療機器総合機構） 
時 間：17:15～18:00（45 分） 
概 要：医薬品は私達が病気になったときに，その

治療のために用いられる化学物質である．別の言

い方をすると，化学物質の中で治療に用いられる

もの，ともいえる．医薬品を使用する際に期待す

ることは，それを服用することによる良い作用と

しての効果である．このため新たに医薬品が開発
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される場合，その化学物質がどのような効果を持

つのか評価することが必要となる．高度な科学技

術が発達した現在であっても，必ずしも医薬品の

服用により誰もがみな同じ反応を得られるわけで

はない．複雑な生体に対して，多くの要因の影響

により，医薬品としての化学物質がうまく働く場

合もあり，そうでない場合もある．また，その効

果を実感できない場合があることも医薬品の特徴

の一つであろう．そうした化学物質の評価を行う

ためには，患者の集団から得られたデータを利用

し，それに対して統計学的な考え方を適切に用い

ることが必要になる．現在，新たに開発される医

薬品の評価に統計学の利用は欠かせないものにな

っている．この講演では，新しい医薬品が開発さ

れる際にどのように統計学が利用されているのか

についてお話したい． 
 
８.参加申込と大会参加費 
当日受付の混雑を緩和するため，ウェブページ

からの事前申込にご協力ください．受付期間につ

いては「１．大会日程，開催場所，各種受付期間」

を参照してください．事前申込の場合，参加費が

大幅に割引になりますのでぜひご利用ください． 
 

大会参加費（報告集代を含む） 
 事前申込   当日受付 
会員(共催6学会の会員) 7,000円 9,000円

学生(会員・非会員を問わず) 3,000円 7,000円

学生以外の非会員 13,000円 16,000円

 
チュートリアルセッション参加費（資料代を含む） 
 事前申込   当日受付 
会員(共催6学会の会員) 3,000円 4,000円

学生(会員・非会員を問わず) 2,000円 4,000円

学生以外の非会員 5,500円 7,000円

 
懇親会参加費 

 事前申込  当日受付 
一般(会員・非会員を問わず) 5,500円 6,500円

学生(会員・非会員を問わず) 4,000円 5,000円

【注意】 
１．これまでの大会と同様に，事前申込のキャン

セルと変更は認めません．大会に参加されな

かった場合，報告集などの資料を後日送付い

たします． 
２．市民講演会は無料です． 
３．共催６学会の会員以外の方が，企画セッショ

ンや特別セッションでオーガナイザーから

依頼されて講演される場合，大会参加費は無

料となります． 
 
９．宿泊・アクセス案内 
今大会では宿泊の斡旋はいたしません．チュー

トリアルセッションと市民講演会が開催される

「かでる２・７」へはJR 札幌駅から徒歩12 分，

地下鉄さっぽろ駅から徒歩７分，地下鉄大通駅か

ら徒歩９分です．「北海道大学高等教育推進機構」

へは，地下鉄南北線北18 条駅から徒歩数分です． 
JR 札幌駅・地下鉄さっぽろ駅，大通駅，すす

きの駅など，地下鉄南北線で数駅の場所に多くの

宿泊施設があります．北 18 条駅近辺にも宿泊施

設が少しあります． 
9 月の札幌は，天気が良ければ観光に最適な時

期です．詳しくは，札幌市の公式観光サイト

(http://www.welcome.city.sapporo.jp/)等をご覧く

ださい． 
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理事会議事録 

 

2011年度日本行動計量学会第4回理事会議事録 

日時：2011年11月21日（月）18：10～20：30 
場所：大学入試センター3階視聴覚室 
議事進行 飽戸弘理事長 
出席者 飽戸弘，今泉忠，植野真臣，大津起夫， 

大森拓哉（書記），岡太彬訓，菊地賢一， 
鄭躍軍，林文，森裕一，森本栄一， 
柳井晴夫，山岡和枝，吉野諒三， 
椎名久美子 

陪席者 福嶋秩子（第40回大会実行委員） 
 
資料 
1. 2011年度第2回理事会議事録案 
2. 2011年度第3回理事会議事録案 
3. 2011年度総会議事録案 
4. 日本行動計量学会第39回大会 報告 
5. （回収のため欠番） 
6. 第40回大会に向けての準備状況の中間報告 
   別紙1. Webページ 
   別紙2. プログラム（予定） 
   別紙3. 収支予算書 
7. 選挙管理委員会（案）・選挙日程（案） 
8. 日本行動計量学会役員（理事・監事）選挙実施

要領・選挙人および被選挙人名簿（冒頭） 
9. 学会賞について（申し合わせ） 
10. 運営委員会報告資料 シンポジウム案 
11. 春の合宿セミナー 
12. 第2回印東太郎賞推薦のお願い 
13. 協賛申請 
14. 統計関連学会連合の委員 
 
議事 
1. 2011 年度第2回，第3 回理事会議事録確認お

よび承認 
菊地事務局長より，資料 1 及び 2 にもとづき，

2011 年度第 2 回，第 3 回理事会議事録案が示さ

れ，承認された． 

2. 2011年度総会議事録確認および承認 
菊地事務局長より，資料 3 にもとづき，2011

年度総会議事録案が示され，承認された． 
 
3. 第39回大会 
森大会実行委員長より，資料4にもとづき，第

39回大会は144件の発表，324名の参加者があり，

無事終了したことが報告された． 
 
4. 第40回大会 
第 40 回大会実行委員会の福島実行委員より，

資料 6 及び別紙にもとづき，第 40 回大会の開催

概要が報告された．大会チュートリアルセミナー

については，学会運営委員会において企画・運営

することとなった． 
 
5. 役員選挙 
飽戸理事長より，資料7にもとづき，役員選挙

の概要及び選挙管理委員会委員の案が示され，承

認された．選挙管理委員会は，吉野諒三委員長，

松本渉委員，尾崎幸謙委員となった．続いて，吉

野選挙管理委員長より実施要領について説明があ

った． 
 
6. 学会賞 
今泉担当理事より学会賞選考委員長に村上征勝

会員が推薦され，承認された． 
 
7. 学会賞について（申し合わせ） 
林組織検討副委員長より，資料 9 にもとづき，

改正案が示され，承認された． 
 
8. 各委員会報告 
・編集委員会 
植野欧文誌編集委員より，現在の査読状況が報

告された．また，科研費の実地検査が済んだこと

もあわせて報告された． 
・運営委員会 
植野委員長より，資料10にもとづき，第96回

行動計量シンポジウムについての案が示され，承
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認された．また，資料11にもとづき，第14回春

の合宿セミナーについての報告がされた． 
・広報委員会 
森委員長より，会報は 12 月 1 日に発送予定，

学会 Web サイトを移動中である旨の報告があっ

た． 
・刊行物委員会 
柳井委員長より，シリーズ「行動計量の科学」

について，刊行状況が報告された． 
・事務局 
菊地事務局長より，名誉会員への変更，会費免

除，退会処分の手続きが行われたことが報告され

た．また，入会希望者の報告があり，承認された．

一部の入会希望者に関しては確認の後，承認する

こととなった．大会資料13にもとづき，ISBA世

界大会への協賛が承認された．科研費実地検査に

ついて，無事終了したことが報告された．会員情

報管理システムの導入について，次回理事会まで

に検討することが報告された． 
 
9．その他 
・社会調査協会 
飽戸理事長より，理事選挙が終了したことが報

告された． 
・統計関連学会連合について 
菊地理事より，資料 14 にもとづき，大会プロ

グラム委員，大会運営委員，統計教育推進委員が

選出されたことが報告された． 
・横幹連について 
今泉担当理事より，Webへの学会紹介掲載が完

了したこと，東日本大震災に関する対応への問い

合わせがあったこと，理事推薦の依頼があったこ

とが報告された． 
・次回理事会は平成 24 年 2 月 13 日（月曜）18
時00分より大学入試センターにて開催予定． 
 
 
2011年度日本行動計量学会第5回理事会議事録 

日時：2012年2月13日（月）18：10～20：30 
場所：大学入試センター3階視聴覚室 

議事進行 飽戸弘理事長 
出席者 飽戸弘，今泉忠，植野真臣，大津起夫， 

大森拓哉（書記），岡太彬訓，菊地賢一， 
千野直仁，林文，松本渉，森裕一， 
森本栄一，柳井晴夫，吉野諒三， 
柳原良造，椎名久美子 

陪席者 福嶋秩子（第40回大会実行委員） 
 
資料 
1. 2011年度第4回理事会議事録案 
2. 第40回大会に向けての準備状況の中間報 告 

別紙1. 協賛の内容とお申込方法などのご説明 
別紙2. 収支予算書 

3. 大会抄録集著作権譲渡について 
4. 印東太郎賞推薦依頼状 
5. 印東太郎賞規約 
6. 資料アーカイブス委員会設立（仮称） 
7. 欧文誌編集委員会報告 
8. 運営委員会報告 
9. 理事・監事選挙について 
 
議事 
1. 2011年度第4回理事会議事録確認および承認 
菊地事務局長より，資料 1 にもとづき，2011

年度第4回理事会議事録案が示され，承認された． 
 
2. 第40回大会 
第 40 回大会実行委員会の福嶋実行委員より，

資料 2 にもとづき，第 40 回大会の開催概要およ

び準備の進捗状況について報告があった．賛助会

員については 3 名分招待することが確認された． 
 

3. 大会抄録集著作権譲渡と会員情報管理サービ

ス 
菊地事務局長より，資料3にもとづき，大会抄

録集における著作権譲渡についての案が示され，

譲渡を受けることとなり，その文面については確

認することとなった．また，会員情報管理サービ

スについては導入が承認された． 
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4. 印東太郎賞 
菊地事務局長より，資料4および5にもとづき，

印東太郎賞の推薦要請があったことが報告され，

選考のためのワーキンググループを組織すること

となった． 
 
5. 資料アーカイブス委員会設立 
森本理事より，資料6にもとづき，学会の資料

や講演会などの記録を整備することを目的とした

委員会設立案が提案され，承認された．次期理事

会へ申し送りすることとなった． 
 
6. 各委員会報告 
・編集委員会 
岡太委員長より，資料 7 にもとづき，欧文誌

Vol.39 No.1が編集完了したことが報告された． 
・運営委員会 
植野委員長より，資料8にもとづき，大会チュ

ートリアルセミナーおよび春の合宿セミナーにつ

いて報告があった．また，森理事より，第 95 回

行動計量シンポジウムが岡山にて開催されること

が報告された． 
・広報委員会 
森委員長より，会報が3月1日に発行されるこ

と，Webページの移動が完了したことが報告され

た． 
・刊行物委員会 
 柳井委員長より，シリーズ「行動計量の科学」

の刊行状況について報告があった． 
・事務局 
菊地事務局長より，入会申し込み者の報告があ

り，新規入会者については以前在籍がないことを

確認の上，承認となった．また，退会者の報告が

あった． 
 

7. 役員選挙結果 
吉野選挙管理委員長より，資料 9 にもとづき，

次期役員選挙結果について報告があった． 
 
 

8．その他 
・社会調査協会について 
飽戸理事長より，社会調査協会の役員選挙が終

了し，社会調査協会の役員として飽戸弘理事長，

林文副理事長が選出されたことが報告された． 
・統計関連学会連合について 
菊地理事より，チュートリアルについて報告が

あった． 
・横幹連について 
今泉担当理事より，参加学会理事長のインタビ

ュー記事が掲載されたことが報告された． 
・次回理事会は平成 24 年 3 月 26 日（月曜）18
時 00 分より大学入試センターにて開催予定．新

旧合同理事会を開催した後，引き続き新理事会を

開催し，理事長選挙等を行うことを確認した． 
 
 

関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 
（開催日順に掲載） 

☆JGSS国際シンポジウム 2012 

開催日：2012年6月9日~10日 
開催場所：大阪商業大学 ユニバーシティホール

「蒼天」 
http://jgss.daishodai.ac.jp/JGSS_SYMPOSIUM
2012.pdf 

☆日本言語学会第144回大会 

開催日：2012年6月16~17日 
開催場所：東京外国語大学 
http://www3.nacos.com/lsj/modules/documents/i
ndex.php?cat_id=27 

☆日本マーケティング・サイエンス学会第91回 

研究大会 

開催日：2012年6月23~24日 
開催場所：名古屋大学 
http://www.jims.gr.jp/conf.php 

☆国際ベイズ分析学会世界大会 

開催日：2012年6月25~29日 
開催場所：京都テルサ 
http://www2.e.u-tokyo.ac.jp/~isba2012 
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☆第21回日本健康教育学会学術大会 

開催日：2012年7 月7~8日 
開催場所：首都大学東京南大沢キャンパス 
http://www.onyx.dti.ne.jp/star/nkkg21/ 

☆日本看護研究学会第38回学術集会 

開催日：2012年月7~8日 
開催場所：沖縄コンベンションセンター 
http://www.jsnr.jp/meeting/38th.html 

☆第53回日本社会医学学会総会 

開催日：2012年7 月14~16日 
開催場所：関西大学高槻ミューズキャンパス西館 
http://www.miyao.i.is.nagoya-u.ac.jp/shakai-iga
ku/ 

☆第30回国際心理学会（ICP2012) 

開催日：2012年7 月22~27日 
開催場所：Cape Town, South Africa 
http://www.icp2012.com 

☆第44回日本医学教育学会大会 

開催日：2012年7 月27~28日 
開催場所：慶應義塾大学日吉キャンパス 
http://www.congre.co.jp/jsme44/ 

☆The Fifth Joint Japan-North American 

Mathematical Sociology Conference 

開催日：2012年8 月16日 
開催場所：Colorado Convention Center, Denver, 
Co, U.S.A. 
http://www.jams-sociology.org/wp-content/uploa
ds/5thMSCregistration2.pdf 

☆日本テスト学会第10回大会 

開催日：2012年8 月21~22日 
開催場所：東京医科歯科大学 
http://plaza.umin.ac.jp/jart2012/ 

☆第26回国際計量生物学会議（IBC2012） 

開催日：2012年8 月26~31日 
開催場所：兵庫県神戸コンベンションセンター 
http://secretariat.ne.jp/ibc2012/index.html 

☆第14回日本感性工学会大会 

開催日：2012年8 月30日~9月1日 
開催場所：東京電機大学東京千住キャンパス 
演題提出締切：6月5日~7月12日 
http://www.jske.org/taikai/jske14/ 

☆社会言語科学会第30回研究大会 

開催日：2012年9 月1~2日 
開催場所：東北大学川内南キャンパス 
http://www.wdc-jp.com/jass/30/ 

☆2012年度統計関連学会連合大会 

開催日：2012年9 月9~12日 
開催場所：かでる27（チュートリアルと市民講演

会），北海道大学札幌キャンパス 
http://www.jfssa.jp/taikai/2012/ 

☆日本心理学会第76回大会 

開催日：2012年9 月11~13日 
開催場所：専修大学 
http://www.jpa2012.net/ 

☆第28回ファジィシステムシンポジウム 

（FSS2012) 

開催日：2012年9 月12~14日 
開催場所：名古屋工業大学 
http://fss2012.j-soft.org/ 

☆日本家族社会学会第22回大会 

開催日：2012年9 月16~17日 
開催場所：お茶の水女子大学 
http://www.wdc-jp.biz/jsfs/conf2012/ 

☆JSST2012 International Conference on 

Simulation Technology 

開催日：2012年9 月27~28日 
開催場所：神戸ポートアイランド 
演題提出締切：6月16日 
http://www.jsst.jp/e/JSST2012/index.html 

☆計量国語学会第56回大会 

開催日：2012年9 月29日 
開催場所：名古屋大学東山キャンパス 
演題提出締切：6 月 1 日~7 月 11 日（学会員が 1
人以上いること） 
http://www.math-ling.org/ 

☆日本音声学会第26回全国大会 

開催日：2012年9月29~30日 
開催場所：大東文化大学板橋キャンパス 
http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/201
2_cfp.html 
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☆日本語学会2012年度秋季大会 

開催日：2012年11月3~4日 
開催場所：富山大学五福キャンパス 
演題提出締切：7 月 4 日（筆頭発表者が学会員で

あること） 
http://www.jpling.gr.jp/taikai/yokoku.html 

☆第85回日本社会学会大会 

開催日：2012年11月3~4日 
開催場所：札幌学院大学 
演題提出締切：6月20日（学会員のみ） 
http://www.gakkai.ne.jp/jss/2012/11/03193355.p
hp 

☆The 6th International Conference on Soft 

Computing and Intelligent Systems, and the 

13th International Symposium on Advanced 

Intelligent Systems (SCIS-ISIS2012) 

開催日：2012年11月20~24日 
開催場所：兵庫県神戸コンベンションセンター 
http://scis2012.j-soft.org/ 

☆日本教育心理学会第54回総会 

開催日：2012年11月23~25日 
開催場所：琉球大学千原キャンパス 
http://edupsych.jp/soukai/index.php 

☆日本言語学会第145回大会 

開催日：2012年11月24~25日 
開催場所：九州大学箱崎キャンパス 
演題提出締切：8月20日（筆頭発表者が学会員で

あること） 
http://www3.nacos.com/lsj/modules/documents/i
ndex.php?cat_id=27 

☆第23回日本疫学会学術総会 

開催日：2013年1月24~26日 
開催場所：大阪大学コンベンションセンター 
演題提出締切：（未定） 
http://jeaweb.jp/soukai/no23/index.html 

☆XVIII ISA World Congress of Sociology Facing 

an Unequal World: Challenges for Global 

Sociology 

開催日：2014年7月13~19日 
開催場所：横浜 
演題提出締切：2013年1月15日 
http://www.isa-sociology.org/congress2014/ 

☆第31回国際心理学会（ICP2016） 

開催日：2016年7月24-29日 
開催場所：パシフィコ横浜 
演題提出締切：未定 
http://www.icp2016.jp/ 
 
 
 

公募・求人情報 

 

☆和歌山県立医科大学医学部教養・医学教育大講

座「医療経済学」担当教員候補者推薦のお願い（募

集再延長） 

○職名及び人員 准教授又は講師 1名 

○希望する要件 ６年一貫の医学教育の中で，教

養・医学教育大講座において，経済学の関連科

目をはじめ，医療経済学を担当していただく方

で，とりわけ医学教育にも情熱を持っている方． 

○提出期限 平成24年6月22日（金） 

（午後5時 必着締切） 

○問い合わせ先 TEL 073-441-0711 
(ダイヤルイン) 

○公募情報のリンク（和歌山県立医科大学） 

http://www.wakayama-med.ac.jp/saiyo/koub
o/111012/index.html 
 
 
 

会員の著書等 

 
鈴木督久・佐藤寧著『ア

ンケート調査の計画・分

析入門』日科技連出版社，

2012年3月. 
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学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿してください．お待ちしております． 
 
和文誌：「行動計量学」 

〒162-8644 東京都新宿区戸山1-24-1 

早稲田大学文学学術院 

豊田秀樹 和文誌編集委員長宛 

E-mail: toyoda@waseda.jp 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

〒182-8585 東京都調布市調布ヶ丘1-5-1 

電気通信大学大学院情報システム学研究科 

植野真臣 欧文誌編集委員長宛 

E-mail: ueno@ai.is.uec.ac.jp 

 

 

 

ご連絡 
 
日本行動計量学会会員数 (2012年5月10日現在) 

正会員   ：     799名（海外4含む） 
準会員    ：      53名 
名誉会員  ：      10名 
賛助会員  ：       21社 
寄贈会員  ：        9名 
シニア会員：       21名 

 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせください． 

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-4-19 
(株)国際文献印刷社内 
日本行動計量学会係(担当：岸) 
bsj-post@bunken.co.jp 
TEL:03-5389-6209  FAX:03-3368-2822 
 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 
 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 
http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，作業を行

ってください．なお，会員であることを確認する

ために会員番号が必要ですので，学会からの送付

物の宛名シールなどを用意してください． 
 よろしくお願いします． 
 
 
会員専用ページへのアクセス 
 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報，

会員向けメーリングリストの2つのページが会員

専用となっています．これらのページにアクセス

する際には，以下のユーザー名とパスワードの入

力が必要となります． 
ユーザー名：bsj   
パスワード：1973 

 
 
会報原稿募集 
広報委員会では，会員の方が出版された本や，

会員に関係があると思われるシンポジウム，セミ

ナー，学協会大会，公募・求人情報などについて，

会員の皆様から原稿を募集しております．過去の

会報の形式を参考にして原稿をおまとめいただき，

下記の送付先までお送り下さい．なお，会員の方

がご自身で出版された著書についてご連絡いただ

く際には，書誌情報とともに書影をお送り下さい． 
編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号134号の場合には7月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載することが

可能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます． 
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会報原稿送付先 

〒192-0397 東京都八王子市南大沢1-1 
首都大学東京都市教養学部経営学系 中山厚穂 
atsuho@tmu.ac.jp 
TEL: 042-677-2316 

 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様には，紙面を借りて，

お礼申し上げます．お忙しいところ，ありがとう

ございました．また，今号から，編集担当が変わ

りました．引き続きよろしくお願いいたします．

今号からは，広報委員会内で話し合い，会報の内

容の充実を図るために，会長や各理事・監事の先

生がたの紹介顔写真の掲載する，会員の著書等の

紹介において「書影」を掲載するといった試みを

行いました．また，より多くの情報提供を目指し

て関連学会等カレンダーの充実を図りました．今

後も速報性のあるメーリングリストとの差別化を

しつつ，会報の内容をより充実したものとなるよ

うに努めていきたいと思います． 

（なかやま あつほ，中山 厚穂） 

 

 

題字：林知己夫 

広報委員会委員長：松本渉 

会報作成担当：中山厚穂・阿部貴人・上野雄史・

江口幸治・木村邦博・城川美佳・鄭躍軍・ 

朴堯星・星野崇宏・山田剛史 

相談役：森裕一 

 

 


